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福
岡
県
方
城
町
の
児
童
と
中
城

村
子
ど
も
会
と
の
交
流
会
が
、
８

月
17
日
、
18
日
の
２
日
間
、
吉
の

浦
会
館
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
交
流
会
に
は
、
方
城
町

か
ら
18
人
の
児
童
と
方
城
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育
委
員
長
な
ど
27

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

方
城
町
の
子
ど
も
達
が
、
平
和

学
習
で
沖
縄
を
訪
れ
た
機
会
に
、

「
城
」
が
つ
く
町
村
ど
う
し
と
い

う
縁
で
始
ま
っ
た
交
流
会
は
、
今

年
で
８
回
目
を
数
え
る
。
子
ど
も

達
の
さ
ら
な
る
交
流
を
深
め
よ
う

と
、
４
年
前
か
ら
は
村
内
の
家
庭

に
民
泊
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

初
日
の
対
面
式
で
、
和
宇
慶
子

ど
も
会
の
比
嘉
那
菜
子
さ
ん
は

「
交
流
会
の
一
番
の
目
的
は
、
皆

さ
ん
と
友
達
に
な
る
こ
と
で
す
。」

と
話
し
、
和
宇
慶
護
佐
丸
太
鼓
の

演
舞
な
ど
で
歓
迎
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
方
城
町
の
児
童
と

北
部
観
光
に
同
行
し
た
後
、
中
城

城
跡
で
お
別
れ
会
が
行
わ
れ
、
近
い

将
来
の
再
会
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

方
城
町
と
の
交
流
会
は
、
平
成

７
年
か
ら
始
め
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
　

１
８
６
人
の
児
童
が
中
城
村
を
訪

れ
交
流
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
中
城
村
か
ら
方
城
町
を

訪
ね
た
こ
と
が
な
く
、
今
後
の
課

題
と
も
い
え
ま
す
。

千
葉
県
飯
岡
町
の
児
童
と
津
覇

小
学
校
・
中
城
小
学
校
の
児
童
と

の
交
流
会
が
７
月
31
日
、
吉
の
浦

会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

飯
岡
町
か
ら
来
た
児
童
交
流
団

は
、
那
覇
空
港
に
到
着
後
、「
ひ

め
ゆ
り
の
塔
」、「
平
和
の
礎
」
な

ど
を
見
学
を
終
え
た
後
、
中
城
村

を
訪
れ
ま
し
た
。

交
流
団
の
神
原
庄
一
飯
岡
町
教

育
長
は
「
友
情
を
し
っ
か
り
と
育

み
、
沖
縄
の
歴
史
・
文
化
、
平
和

の
尊
さ
を
し
っ
か
り
学
び
た
い
。」

と
話
し
ま
し
た
。

児
童
達
は
、
手
作
り
名
刺
の
交

換
や
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム
で
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

第
七
期
生
と
な
る
中
城
村
海
外

移
住
者
子
弟
研
修
生
が
９
月
３
日

沖
縄
に
到
着
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
研
修
生
は
、
ゴ
ヤ

ミ
ユ
キ
カ
ー
リ
ン
さ
ん
（
ブ
ラ

ジ
ル
）、
ギ
マ
ア
ン
ド
レ
ス
ヨ
シ

シ
ゲ
さ
ん
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）、

ヒ
ガ
セ
シ
リ
ア
さ
ん
（
ペ
ル
ー
）

の
三
人
。

９
月
４
日
に
村
役
場
を
訪
れ
た

研
修
生
に
新
垣
村
長
は
「
自
分
の

ル
ー
ツ
を
求
め
る
と
と
も
に
、
絆

を
深
く
し
て
、
沖
縄
と
の
友
好
の

架
け
橋
に
な
っ
て
ほ
し
い
。」
と

話
し
激
励
し
ま
し
た
。

研
修
生
は
、
９
月
11
日
か
ら
の

日
本
語
研
修
の
後
に
専
門
分
野
の

研
修
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

平
成
８
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
受

入
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
16
人
が
研

修
生
と
し
て
来
沖
し
、
技
術
研
修

や
村
民
と
の
交
流
を
通
し
て
国
際

交
流
の
輪
を
広
げ
た
。

平
成
14
年
度
の
「
本
物
の
舞
台
芸
術
体
験
事
業
」
が
、
７
月

29
日
開
催
さ
れ
た
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
達
や
青
少
年
が
、
優
れ
た
芸
術
を
鑑
賞

す
る
こ
と
に
よ
り
、
心
豊
か
に
、
健
や
か
に
成
長
し
て
も
ら

お
う
と
、文
化
庁
・
中
城
村
教
育
委
員
会
な
ど
が
主
催
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
吉
の
浦
会
館
に
は
、
小
・
中
学
校
の
生
徒
や

多
く
の
村
民
が
「
上
方
寄
席
芸
能
」
を
堪
能
し
た
。

露
の
団
六
に
よ
る
「
上
方
落
語
解
説
・
入
門
編
落
語
」
か
ら

始
ま
り
、「
寄
席
の
獅
子
舞
」、「
二
人
羽
織
」
な
ど
が
演
じ

ら
れ
た
。
上
方
住
吉
会
に
よ
る
「
住
吉
お
ど
り
」
に
は
、
中

城
小
学
校
の
垣
花
剛
教
諭
が
飛
び
入
り
で
参
加
し
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

▲和宇慶護佐丸太鼓で盛大に歓迎

▲レクレーションタイムでの交流
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政
府
市
町
村
合
併
支
援
本
部
や
総

務
省
な
ど
が
主
催
す
る
「
市
町
村
合

併
を
と
も
に
考
え
る
全
国
リ
レ
ー
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
０
２
in
沖
縄
」が
、

８
月
31
日
、
吉
の
浦
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
県
内
市
町
村

の
職
員
や
住
民
な
ど
約
４
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
金
澤
薫
総
務
事

務
次
官
は
「
合
併
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
が
主
役
で
す
。
行
政
と
住
民
が
一

体
と
な
り
取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
合

併
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。」
と
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

宮
古
地
区
市
町
村
合
併
協
議
会
事

務
局
長
の
下
地
洋
一
氏
が
宮
古
地
区

の
合
併
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
現

況
報
告
や
久
米
島
町
議
会
議
長
の
高

良
ノ
ブ
氏
に
よ
る
、
今
年
４
月
に
合

併
し
た
久
米
島
町
の
合
併
事
例
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
比
嘉
盛
光
宜
野
湾
市

長
ら
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
り
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
会

場
か
ら
意
見
な
ど
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

村
民
の
健
康
を
見
守
り
続
け
て
た

津
覇
介
輔
診
療
所
が
50
年
も
の
長
い

歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
７
月
２
日
で
閉

所
し
た
。

沖
縄
だ
け
に
特
例
的
に
認
め
ら
れ

た
医
介
輔
制
度
に
よ
り
、
比
嘉
盛
秀

医
介
輔
（
80
）
が
、
昭
和
28
年
か
ら

開
業
し
て
い
た
。

戦
後
の
混
乱
期
に
医
療
施
設
、
医

薬
品
が
乏
し
い
状
況
で
地
域
医
療
を

確
保
し
て
き
た
。
ま
た
医
療
機
関
の

少
な
い
時
代
に
、
子
供
の
発
熱
、
夜

間
診
療
、
夜
間
往
診
な
ど
そ
の
役
割

は
大
き
か
っ
た
。

比
嘉
先
生
は
、助
手
時
代
を
含
め
、

65
年
間
地
域
医
療
一
筋
に
従
事
し
、

中
城
村
民
の
み
な
ら
ず
近
隣
市
町
村

の
住
民
の
健
康
を
守
り
続
け
た
。

昭
和
61
年
４
月
現
在
で
、
離
島
を

含
む
26
診
療
所
が
開
業
し
て
い
た
介

輔
診
療
所
も
現
在
で
は
８
診
療
所
に

な
っ
た
。

特
例
で
認
め
ら
れ
た
『
一
代
限
り

の
診
療
所
』
と
い
う
こ
と
で
、
閉
ま

る
の
は
わ
か
っ
て
い
た
が
寂
し
い
気

が
す
る
。

比
嘉
先
生
、
長
い
間
た
い
へ
ん
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。
そ
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

仲村春光（56）
無･現3 農業
北上原952

比嘉明典（54）
無･現6 無職
伊舎堂9

仲真功浩（54）
無･新　農業
屋宜740-3

新垣健二（52）
無･現２　無職
津覇529

浜田京介（39）
無･新　会社役員
奥間902-2

比嘉定榮（53）
無･新　無職
和宇慶201

宮城治邦（53）
無･新　会社役員
久場486

仲宗根哲（53）
無･新　会社員
北浜178

比嘉盛安（60）
無･現5 無職
久場260

新垣善功（53）
無･現4 自営業
当間435-3

與那覇朝徳（67）
無･現3 無職
登又426-1

新垣徳行（60）
無･現4 無職　
和宇慶148-1

安里ヨシ子（61）
共産･現2 無職

泊119

上原正恒（60）
無･新　無職
泊362

知念政光（59）
無･現2 農業
奥間704-5

宮城重夫（56）
無･現3 農業
当間929

眞栄城安宗（67）
無･現3 無職
南上原618

平安山良成（60）
無･現4 無職
津覇101

喜舎場健司（52）
無･現2 農業
新垣30

井口康市（65）
無･現3 無職
伊集119

任
期
満
了
に
伴
う
中
城
村
議
会
議

員
選
挙
が
９
月
８
日
に
行
わ
れ
、
即

日
開
票
の
結
果
、
新
人
６
人
を
含
む

20
人
（
女
性
１
人
）
の
住
民
の
代
表

者
が
決
ま
っ
た
。

今
回
の
選
挙
に
は
、
現
職
４
人
の

勇
退
に
よ
り
、
新
人
９
人
が
名
乗
り

を
あ
げ
、
25
人
に
よ
る
選
挙
戦
が
繰

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。

９
月
13
日
に
は
、
当
選
証
書
付
与

式
が
行
わ
れ
、
一
人
一
人
に
当
選
証

書
が
手
渡
さ
れ
た
。

▲当選者一人一人に当選証書が付与される。

○情報を十分に提供し、住民が自己の責任で決定
できるようにしたい。
（下地洋一宮古地区市町村合併協議会事務局長）

○総合的な土地利用が可能となり、広域的に街づ
くりができる。
（高良ノブ久米島町議会議長）

市町村合併をともに考える�市町村合併をともに考える
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▲奥間のガンと製作者の喜屋武盛樽さん
（写真中央）

▲新垣の綱打ちの様子

▲添石区民とハチチブラー

中
城
村
は
、
８
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で
の
間
、

長
崎
県
で
開
催
さ
れ
た
「
非
核
宣
言
自
治
体
全

国
大
会
と
平
和
学
習
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
に

村
内
の
小
・
中
学
生
三
名
を
平
和
推
進
特
使
と
し

て
任
命
し
派
遣
し
た
。

今
年
度
、
平
和
推
進
特
使
と
し
て
任
命
さ
れ

た
の
は
、
吉
田
大
作
く
ん
（
中
城
小
学
校
六
年
）、

新
垣
愛
夏
さ
ん
（
津
覇
小
学
校
六
年
）、
新
垣
春

菜
さ
ん
（
中
城
中
学
校
三
年
）
の
三
人
。

７
月
24
日
に
行
わ
れ
た
平
和
推
進
特
使
の
任

命
式
で
新
垣
春
菜
さ
ん
は
「
沖
縄
と
は
違
う
戦

争
の
悲
惨
さ
を
学
び
、
ほ
ん
と
う
の
平
和
と
は

何
か
を
考
え
、
み
ん
な
に
伝
え
て
い
き
た
い
。」

と
話
し
た
。

三
名
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
肌
身
で
感
じ
、

平
和
の
大
切
さ
を
後
世
に
伝
え
、
平
和
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
と
平
和
推
進
の
先
導
的
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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国保に加入している方で、昭和７年１０月１日以降に生れ
た方は、７５歳になるまでは国保で医療を受けることにな
ります。ただし、７０歳以上になると窓口での自己負担は
１割（一定以上の所得者は２割）になります。

これまで７０歳未満の方がお医者さんにかかったときの自
己負担は３割でしたが、少子化対策の観点から３歳未満の
乳幼児の自己負担は２割になります。

平成14年９月30日まで

平成14年10月１日から

同じ人が同じ月内に、同一の医療機関に支払った自己負担額が
限度額を超えたときは、村に申請すると超えた分が高額療養費
として支給されます。その自己負担限度額について低所得の方
は据え置いて、一般や上位所得者は見直されます。また70歳
以上の方には、あらたに自己負担限度額が設定されます。

老人保健で医療を受ける方の対象年齢の引上げにあわせて、退職者医療制度の対
象年齢も70歳未満から75歳未満になります。５年間で段階的に引上げられます。
70歳以上の退職者医療制度対象者の自己負担は、１割（一定以上所得者は２割）
となります。

老人保健で医療を受ける方の年齢が70歳以上から75歳以上（一定の障害のある方
は今までと同じ65歳以上）に変わります。５年間で段階的に引上げていきます。
ただし、平成14年９月30日までに70歳の誕生日を迎え、すでに老人保健で医療を
受けいている方（昭和７年９月30日以前に生れた方）は、75歳未満であっても引
き続き老人保健で医療を受けます。

老人保健で医療を受けたときに支払う自己負担は,外来・入院ともかかった費
用の１割となり（一定以上所得者は２割）、外来の月額上限制及び診療所にお
ける定額負担選択制は廃止されます。

平成14年９月30日まで
平成14年10月１日から

自己負担限度額

外　来

一　　般

非課税
世帯等

15,000円

24.600円

37,200円
3,200円
（大病院は
5,300円）

低
所
得
者

入　院

福祉年
金受給

外来（個人）

低所得者Ⅱ

自己負担限度額

一定以上
所得者

一　　般

40.200円 72,300円＋α

40,200円

24,600円

15,000円

12,000円

8,000円

外来＋入院

低所得者Ⅰ

住
民
税

非
課
税

９月30日
ま　で

10月１日から
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Information

消
防
法
第
13
条
の
５
第
１
項
の

規
定
の
規
定
に
よ
り
平
成
14
年
度

の
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。

試
験
日
時

平
成
14
年
12
月
８
日
（
日
）

午
前
10
時
開
始

試
験
種
類

甲
種
・
乙
種
第
１
〜
第
６
類
・

丙
種

試
験
会
場

沖
縄
国
際
大
学
外
４
ヶ
所

受
付
期
間
　
　
　
　
　

平
成
14
年
10
月
28
日
（
月
）
〜

11
月
１
日
（
金
）

案
内
書
配
布
先

各
消
防
本
部
等

◎
お
問
い
合
わ
せ

（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

沖
縄
県
支
部８

６
７
│
５
３
３
２

１
特
別
推
薦
入
試
Ａ
日
程

募
集
学
科

英
語
科
・
保
育
科
（
若
干
名
）

４
月
入
学

出
願
期
間

10
月
31
日
〜
11
月
６
日

試
験
日

11
月
13
日
（
水
）

２
社
会
人
の
た
め
の
Ａ
Ｏ
型
入
試

随
時
、
面
談
と
書
類
審
査
に
よ
っ

て
選
抜

申
込
期
間

２
０
０
３
年
３
月
６
日
（
木
）

◎
お
問
い
合
わ
せ

沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
短
期
大
学

９
４
５
│
９
７
８
２

困
り
ご
と
相
談
等
、
気
に
な
る

こ
と
を
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
家
庭
内
の
暴
力
や
子
供
の
非

行
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
に
不
安
を

感
じ
、
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か

分
か
ら
ず
一
人
で
悩
ん
で
い
る

方
、
連
絡
す
れ
ば
警
察
の
担
当
者

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ

宜
野
湾
警
察
署
安
全
相
談
係

８
９
８
│
０
１
１
０

村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
苦
情
や

要
望
を
聞
き
、
サ
ー
ビ
ス
の
改
善

を
進
め
ま
す
。
例
え
ば

●
道
路
の
側
溝
に
ふ
た
が
な
い
。

●
高
齢
者
等
の
安
全
や
利
便
性
を

配
慮
し
て
、
施
設
を
改
善
し
て

ほ
し
い
。

な
ど
行
政
相
談
員
（
総
務
大
臣
委

嘱
）
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
　
き

10
月
21
日
（
月
）
〜
25
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
ま
で

と
こ
ろ

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

◎
お
問
い
合
わ
せ

中
城
村
役
場
　
住
民
生
活
課

８
９
５
│
２
１
３
１

毎
年
10
月
１
日
の
「
法
の
日
」

を
記
念
し
、
全
国
一
斉
司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　

平
成
14
年
10
月
１
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
　
所

吉
の
浦
会
館
　
　

◎
お
問
い
合
わ
せ

中
城
村
役
場
　
住
民
生
活
課

８
９
５
│
２
１
３
１

土
地
、
建
物
、
交
通
事
故
、
金

銭
の
貸
し
借
り
等
で
も
め
ご
と
で

困
っ
て
い
る
人
や
、
離
婚
、
相
続
、

遺
産
分
割
な
ど
の
家
庭
内
の
問
題

で
悩
ん
で
い
る
方
の
無
料
調
停
相

談
を
行
い
ま
す
。

日
　
時

平
成
14
年
10
月
１
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
　
所

沖
縄
市
農
民
研
修
セ
ン
タ
ー

（
沖
縄
市
登
川
２
３
８
０
番
地
）

◎
お
問
い
合
わ
せ

コ
ザ
調
停
協
会

９
３
９
│
０
０
１
１
（
２
０
５
）

広
島
市
・
長
崎
市
に
設
置
す
る

「
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
」

で
公
開
す
る
た
め
原
爆
死
没
者
の

お
名
前
と
遺
影
を
募
集
し
ま
す
。

対
　
象

○
昭
和
20
年
８
月
６
日
広
島
、
同

同
９
日
長
崎
に
お
い
て
直
接
被

爆
し
た
方
。

○
原
爆
投
下
後
２
週
間
以
内
に
被

爆
地
に
入
り
被
爆
し
た
方
。

○
当
時
こ
れ
ら
の
方
の
退
治
で
あ

っ
た
方
。
等

◎
お
問
い
合
わ
せ

沖
縄
県
健
康
増
進
課

８
６
６
│
２
２
０
９

沖
縄
県
原
爆
被
爆
者
協
議
会

８
６
２
│
３
８
８
７

大
会
期
日

平
成
14
年
11
月
10
日
（
日
）

場
　
所

沖
縄
県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競

技
場

種
　
目

20
㎞
・
10
㎞
・
５
㎞
・
３
㎞

申
込
方
法

所
定
の
様
式
に
申
込
料
を
を
添

え
直
接
持
参
又
は
郵
送

申
込
場
所

沖
縄
県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
、
琉
球
新
報
中
部
支
社
等

参
加
料

大
人
　
２
０
０
０
円
　

◎
お
問
い
合
わ
せ

中
部
ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局

９
３
２
│
５
１
１
４

収
益
金
が
市
町
村
の
明
る
い
街

づ
く
り
や
環
境
対
策
、
高
齢
化
対

策
等
地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
の

た
め
使
わ
れ
る
『
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ

ン
ボ
宝
く
じ
』が
発
売
さ
れ
ま
す
。

発
売
開
始
日

平
成
14
年
９
月
26
日
（
木
）

抽
せ
ん
日

平
成
14
年
10
月
17
日
（
木
）

賞
　
金

１
　
等
　
１
億
５
０
０
０
万
円

前
後
賞
各
　
　
２
５
０
０
万
円
　

２
　
等
　
　
　
１
０
０
０
万
円

３
　
等
　
　
　
　
１
０
０
万
円

危
険
物
取
扱
者

沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
短

期
大
学
社
会
人
学
生

全
国
一
斉
司
法
書
士

無
料
法
律
相
談

警
察
安
全
相
談
所

の
設
置

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
を
発
売

無
料
調
停
相
談
の

開
催

国立高等専門学校（沖縄工業高等専門学校）のお知らせ

高等専門学校は、大学、短大と同じ高等教育機関で、中学卒業
者を受入れ、５年一貫教育で創造性豊かな実践的専門技術者を育
成する学校で、沖縄県名護市に設置されます。

（名　　称） 沖縄工業高等専門学校
（設置時期） 平成１４年１０月開学
（学生受入） 平成１６年４月第１期生受入れ
（設置場所） 沖縄県名護市辺野古地区
（学科及び１学年入学定員）

情報通信システム工学科　　４０人
メディア情報工学科　　　　４０人
機械システム工学科　　　　４０人
生物資源工学科　　　　　　４０人

（入学資格） 中学卒業者
（修学年限） ５年（卒業した者は、「準学士」の称号が得られます。）
（学生寮） １、２年生は全寮制。３～５年生は希望制の寮。

行
政
相
談
所
を
開
催

原
爆
死
没
者
の
お
名

前
と
遺
影
を
募
集

平成16年４月に第１期生〔現中学２年生以下〕を受入れます。

第
13
回
中
部
ト
リ
ム
　

マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
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木
友 引

火
友 引

１
8月25日

行
事
日
程
は
、
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

２
8月26日

３
8月27日

４
8月28日

５
8月29日

６
9月1日

７
9月2日

８
9月3日

９
9月4日

１０
9月5日

１１
9月6日

１２
9月7日

１４
9月9日

１５
9月10日

１６
9月11日

１８
9月13日

１９
9月14日

２０
9月15日

２２
9月17日

３１
9月26日

１
9月27日

２
9月28日

３
9月29日

４
9月30日

５
10月1日

６
10月2日

７
10月3日

８
10月4日

１０
10月6日

２３
9月18日

２４
9月19日

２５
9月20日

２６
9月21日

２７
9月22日

２８
9月23日

２９
9月24日

３０
9月25日

火
先 勝

水
友 引

木
先 負

金
仏 滅

土
大 安

日
赤 口

月
先 勝

火
友 引

水
先 負

木
仏 滅

金
大 安

土
赤 口

月
友 引

日
先 勝

火
仏 滅

水
大 安

木
赤 口

金
先 勝

土
友 引

日
先 負

水
先 負

木
仏 滅

金
大 安

土
赤 口

日
先 負

月
仏 滅

火
大 安

水
赤 口

木
先 勝

金
友 引

土
先 負

日
仏 滅

火
赤 口

水
先 勝

金
先 負

土
仏 滅

日
大 安

月
赤 口

２１
9月16日

１１
10月7日

月
仏 滅

１３
9月8日

１７
9月12日

奥　間ふれあい事業
北上原ふれあい事業

健康相談日[午前９時～11時] 役場

月
大 安

15,030
7,688
7,342
4,961

( 44)
( 17)
( 27)
( 18)

※ (    )内は前月との比較

９
10月5日

リハビリ教室（吉の浦会館）[午後１時30分～４時]

健康相談日[午前９時～11時] 役場

歯科検診（吉の浦会館）
H12.10.９日～H12.12.10日[受付：午後１時～１時30分]
H12.４.９日～H12.６.10日[受付：午後１時～１時30分]
H10.４.９日～H10.６.10日[受付：午後２時30分～３時]

健康相談日[午前９時～11時] 役場
伊舎堂保健福祉推進事業（健康教育）

健康相談日[午前９時～11時] 役場

乳児一般健診（老人福祉センター）
H14.４.14日～H14.７.19日[受付：午後１時～１時30分]
H13.11.14日～H14.２.19日[受付：午後２時～２時30分]

リハビリ教室（吉の浦会館）[午後１時30分～４時]

～家出少年及び福祉犯罪被害者少年発見強化月間～
（９月１日～９月３０日）

例年、夏休み明けの時期は、少年の家出が多発する傾向にあります。
家出少年が暴力団や素行不良者から性的被害を受けたり、風俗営業店等

で働かされる悪質な犯罪の被害者になる場合も少なくありません。深夜は
いかいをしている少年、家出中の少年を発見又はそれらの情報を耳にした
場合は、宜野湾警察署へ連絡するよう皆様のご協力をお願い致します。

宜野湾警察署少年課　８９８-０１１０

３歳児健診（吉の浦会館）
H11.２.２日～H11.４.３日[受付：午後１時30分～２時30分] 

健康相談日[午前９時～11時] 役場

陸上競技大会（村体協）

南上原ふれあい事業
浜　ふれあい事業

精神保健デイケア（がじゅまる会）
リハビリ教室（吉の浦会館）[午後１時30分～４時]

浜　ふれあい事業
南上原ふれあい事業

中頭郡中体連陸上競技大会

健康づくり教室①

英会話教室（教育委員会）

健康体操教室（教育委員会）

カジマヤ-祝

当間ふれあい事業

健康相談日[午前９時～11時] 役場

体育の日

健康づくり教室②

ポリオ予防接種（吉の浦会館）
３ヶ月～1８ヶ月児[受付：午後１時～１時30分] 

健康づくり教室③

英会話
教　室

県芸術祭（吉の浦会館）

村民軽スポーツ大会

英会話教室（教育委員会）

演劇鑑賞会（中学校）

親子野球大会（村子連）
中頭郡陸上競技大会（村体協）

英会話教室（教育委員会）

健康体操教室（教育委員会）

健康体操教室（教育委員会）

英会話教室（教育委員会）

合唱コンクール（中学校）

童話・お話・意見発表会（村ＰＴＡ連）

文化財愛護講演会・ボランティア清掃

健康体操教室（教育委員会）

自然体験学習
じゃがいもの植付け（村子連）

健康体操教室
（教育委員会）

英会話教室（教育委員会）

健康体操教室（教育委員会）

文化祭（中学校）

12広報 No.116(2002. 9.20)
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８月１日に中城村民が１５,０００人を達成した。
１５,０００人目の村民には、中城村字伊舎堂の安里
夢乃ちゃん（０）。
父の安里元政（もとまさ）さん、母の由美子さんの
二女として７月２０日に誕生、８月１日に届が出さ
れた。
８月１９日に行われた記念証の交付式で新垣村長は
「待望の人口１５,０００人に、夢乃ちゃんの誕生で
達成できました。心より喜んでいます。ご家族の健
康とご家庭の繁栄を祈念します。」と喜びのことばと
記念品を贈りました。
元政さんは「自分の娘が１５,０００人目とは、夢に
も思わなかった。ありがとうございます。」と話し、
由美子さんは「役場から連絡があり、びっくりして
います。名前のように夢のような話しです。健康で
やさしい子に育ってほしいです。」と話した。

８月19日

８月16日

★

★

★

浜子ども会は、８月１６日、中城湾沿岸
漁業振興推進協議会の協力でワタリガニ
（タイワンガサミ）の放流を行った。
夏休みの思い出づくりのひとつとして行
われた放流には、仲本善光中城支所長ら
浜出身の漁業組合員が、本部町の栽培漁
業センターから６７,０００尾余りのワ
タリガニを取り寄せ一緒に行った。
放流に参加した５年生の山城千鶴さんは
「生れて始めてやった。とても楽しかっ
た。」と話した。

旧盆の伝統行事である「津覇エイサー
の夕べ」と「当間の綱引き」が、８月
２４日（旧暦７月１６日）に行われた。
津覇エイサーの夕べには、区民多数が
参加。保育園児による子供エイサーや
老人クラブ、婦人会の余興や青年会の
エイサー、伝統芸能保存会や中学生に
よる「津覇の獅子舞」が演じられた。

当間の綱引きには、村内から多くの
人々が綱引きに参加した。上組と下組
に分かれた陣営から旗頭が現れ、お互
いに「ガーエー」が繰りひろげられた
後、両方の綱が歩み寄りカヌチ棒が貫
かれた瞬間綱が引かれた。

すべての国民が犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生につい
て理解を深め、力を合わせて犯罪や非行のない明るい社会を築こう
と、第５２回社会を明るくする運動の中部南保護区の“社会を明る
くする大会”が７月２６日、吉の浦会館で開催されました。
中部南保護区保護司会の吉濱活会長は「学校をはじめ、関連機関、
団体と連携し、大人も子供も夢や希望を持って支えあって生きてい
ける明るい地域をつくることが、大人に与えられた責務である。青
少年の健全育成のため地域浄化に向けた大きなうねりを発信してい
きたい」とあいさつ。
“社会を明るくする”をテーマにした作文や標語の表彰式が行われ、
中城小学校６年の新垣彩華さんら１１名が表彰されました。その中
から、５名の作文被表彰者が意見発表を行いました。

８月24日

日本の反対側に位置するブラジル連邦
共和国で、沖縄の先人たちが残した琉
球舞踊を保存継承している県人や二
世、三世の皆さんによる“生り島ぬ踊
りがなさ”特別公演が７月２１日、沖
縄県立郷土劇場で開催されました。
ふるさとでの公演には、中城村出身の
二世上原なえみさん・かおりさんの姉
妹も出演しました。

５月31日

７月21日



屋
宜
自
治
会
で
は
、

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
を

よ
り
き
れ
い
に
し
よ
う
と

清
掃
活
動
を
行
っ
た
。

今
回
行
っ
た
場
所
は
、

屋
宜
海
岸
の
防
波
堤
で
、

雑
草
に
覆
わ
れ

海
岸
を
散
歩
す
る
人
た
ち
の
通
行
に

支
障
を
き
た
し
て
い
た
。

清
掃
活
動
に
は

区
民
約
１
０
０
人
が
参
加
。

か
ま
や
小
型
ユ
ン
ボ
も
出
さ
た
。

海
岸
付
近
を
散
歩
す
る
と
い
う
男
性
は

「
す
れ
違
う
と
き
に
止
ま
っ
た
り
し
て
い
た
が

今
は
ス
ム
ー
ズ
に
通
れ
ま
す
。」

と
話
し
て
い
た
。
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